高知県武術太極拳連盟規約
第１章　総　　則

（目　　的）

第　１　条　　この連盟は社団法人日本武術太極拳連盟に加盟し、高知県において武術太極拳の普及振興を図り、県民の心身の健康増進に寄与することを目的とする。

（名　　称）

第　２　条　　この会は、高知県武術太極拳連盟（以下連盟）と称する。

（事務所の所在地）

第　３　条　　この連盟は、事務所を高知市に置く。

第２章　事　　業

（事　　業）
第　４　条　　この連盟は前条の目的を達するため、以下の事業を行う。

　　　　１　会員相互の交流と情報の交換。

　　　　２　武術太極拳の普及、指導員の研修および資質の向上に関すること。

　　　　３　社団法人日本武術太極拳連盟が行う事業への参加、および協力。

　　　　４　その他、目的を達成するために必要な事業。

第３章　会　　員

（会　　員）
第　５　条　　この連盟は、以下の者によって構成する。

　　　　　　この連盟の目的と規約に賛同する高知県所在の武術太極拳団体、及び理事会の承認を受けた団体。

（入　　会）

第　６　条　　この連盟に加入しようとする団体は、加入申請書を会長宛てに提出し、理事会の承認を得なければならない。

（入会金及び会費）

第　７　条　　この連盟の入会金及び会費は、以下のとおりとする。

　　　　１　入会金は、２０，０００円とする。

　　　　２　会費は、別途に高知県武術太極拳連盟会費規定として定めた額による。

　　　　３　既納の入会金及び会費はいかなる事由があっても返還しない。

（資格の喪失）
第　８　条　　会員は以下の理由によって、その資格を喪失する。

　　　　１　退会したとき。

　　　　２　団体を解散したとき。

　　　　３　除名されたとき。

　　　　４　年会費を２年以上滞納したとき。

（退　　会）

第　９　条　　会員が退会しようとするときは、理由を付して退会届を会長に提出し、理事会の承認を得なければならない。

（除　　名）

第　１０条　　この連盟の名誉を傷つけ、又この連盟の目的や規約に反する行為があった会員は、総会の議決を以って除名等の処分をすることが出来る。

第４章　役　員　等

（役　　員）

第　１１条　　この連盟に以下の役員をおく。

　　　　　　　　１　会　　　長　　　　　１名

　　　　　　　　２　副　会　長　　　　若干名

　　　　　　　　３　理　事　長　　　　　１名

　　　　　　　　４　副　理事長　　　　　１名

　　　　　　　　５　事務　局長　　　　　１名

　　　　　　　　６　理　　　事　　　　若干名

　　　　　　　　７　監　　　事　　　　　２名

（役員の職務）

第　１２条　　役員の職務は以下のとおりとする。

　　　　　　　１　会長は連盟を代表し、会務を統括する。

　　　　　　　２　副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代行する。
　　　　　　　３　理事長はこの連盟の業務を執行するとともに会長及び副会長に事故あるとき、又は欠けたとき、その職務を代行する。

　　　　　　　４　副理事長は、理事長を補佐する。

　　　　　　　５　理事は理事会を構成し、この連盟の目的と規約に従い、理事会に出席し重要事項を審議決定する。

　　　　　　　　　会計担当理事、及び特別部門担当理事を置くことが出来る。

　　　　　　　６　監事は、会計及び業務執行の状況を監査し、総会においてその結果を報告する。

（役員の選出）

第　１３条　　会長、及び副会長は総会において選任する。理事及び監事は総会において選出し、理事長・副理事長・事務局長は、理事の互選で決定する。
　　　　２　会員は、代表を理事として推薦することが出来る。

　　　　３　新規に加入が承認された会員については、特例として理事会の承認を受けて代表者を理事とすることが出来る。但し直近の総会で承認を得ることとする。

（役員の任期）

第　１４条　　役員の任期は以下のとおりとする。

　　　　

　　　　１　役員の任期は２年とする。但し再任を妨げない。

　　　　２　役員の欠員の補充者は、前任者の残存期間とする。

　　　　３　前条第３項によって理事となった役員の任期は、その他の役員の任期に準ずる。

（名誉会長及び顧問・相談役）

第　１５条　　この連盟に名誉会長及び顧問・相談役等を置くことが出来る。

　　　　

　　　　１　名誉会長・顧問・相談役等は、理事会において協議推薦し、会長がこれを委嘱する。
　　　　２　顧問・相談役は会長、理事長の諮問に応じ、又は会議に出席し意見を述べることが出来る。

（事務局）

第　１６条　　連盟の事務を処理するために事務局を置き、理事長が総理する。

第５章　委　員　会

（委員会）

第　１７条　　この連盟に、公共性を有するスポーツ団体として適切な組織運営をすすめるために下記の専門委員会を設置する。

　　　　　　　　　１　運営委員会

　　　　　　　　　２　企画・広報委員会

　　　　　　　　　３　選手強化委員会

　　　　　　　　　４　審判委員会

　　　　　　　　　５　太極拳技能検定委員会

　　　　　　　　　６　太極拳指導員委員会

　　　　　　　　　７　長拳普及委員会

　　　　　　　　　８　ジュニア太極拳委員会

第６章　会　　議
（会　　議）
第　１８条　　この連盟の会議は、定時総会、臨時総会及び理事会・専門委員会とする。

　　　　　　　１　総会は、会長が招集する。

　　　　　　　２　定時総会は、毎年１回開催し、事業報告、決算、事業計画、予算、役員の選任・選出、規約改正、その他重要事項で必要と認めるものを決定する。臨時総会は、会長が特に必要と認めたときに招集する。

　　　　　　　３　総会の議長はその総会の出席者の中から選出する。

　　　　　　　４　理事会は、必要に応じて理事長が招集し、重要事項及び連盟業務の執行について審議する。議長は理事長とする。

　　　　　　　５　専門委員会は、委員長が必要に応じて招集し、事業の円滑な推進に寄与する。

第７章　会　　計

（会　　計）

第　２０条　　この連盟の経費は、以下の収入で支弁する。
　　　　　　　　１　入会金・会費

　　　　　　　　２　寄付金

　　　　　　　　３　その他

（会計年度）

第　２１条　　この連盟の会計年度は、４月１日より翌年の３月３１日までとする。

第８章　補　　則

（施行細則）
第　２２条　　この規約に定めのない事項、又はこの連盟の運営に関し必要な事項は理事会の決議を経て、規程、細則を定めることが出来る。
（附　　則）

　　　　　１　第２２条の規程により、規程、細則を定めたときは、直近の総会で報告するとともに、会員に対し周知を図らなければならない。

　　　　　２　この規約は、平成５年１０月１６日より施行する。

　　　　　３　平成１５年６月２２日定時総会において改正する。

会費規程　　　　　　高知県武術太極拳連盟
第１条　賦課基準

　　次の各号により算出して得た額の合計額を賦課するものとする。

　　　１　均等割　　　　　１団体につき、年会費１００００円

　　　２　会員規模割　　　当該グループを構成する人数に月数と２００円を乗じて得た額とする。

　　　　　　　　　　　　　（人数については、毎年４月末の構成神通を算入する。）

第２条　払込の方法及び納期

　　払込の方法については、次の方法により納入することが出来る。

　　均等割の会費は、定時総会開催時までに納入すること。

　　会員規模割の会費については、月払、半年払、年払を選択して納入すること。

特　別　賦　課　金　徴　収　規　程
高知県武術太極拳連盟

（目　　的）

第１条　　本規程は、２０１３年に開催される「ねんりんピック高知２０１３」の運営を円滑にするため、視察等必要と思われ事業を実施すると共に、開催に際しての準備をするに必要な資金を調達するために定める。

（特別賦課金の額）

第２条　　

　　　　　特別賦課金の額は月額１００円（１人）とし、会期規程の第１条に定めた会員規模割り金２００円を３００円にすることでこれに充てる。
（特別賦課金の徴収）

第３条

　　　　　特別賦課金の徴収については、会費規程の第１条に定めた会員規模割り金の徴収方法を準用する。

（特別賦課金の徴収期間）

第４条

　　　　　本特別賦課金の徴収期間は２００８年４月から２０１３年３月までの５年間とする。

（特別賦課金の会計）

第５条

　　　　　特別賦課金の会計は、一般会計とは別途に特別会計を設けて理事会並びに総会において報告することとする。

　　　　　初年度の会計期間は本規程が理事会の議決を経て制定されて以後、２００９年３月３１日までとする。

（附　　則）

　　　　本規程は、平成２０年４月２７日に開催される理事会の議決・制定後に施行されるものとする。

　　　　本規程は、定めのない事柄については高知県武術太極拳連盟会費規程を準用する。

高知県武術太極拳連盟
慶　弔　規　程

（目　的）

第１条　この規程は、高知県武術太極拳連盟（以下「連盟」という。）会員及び役員に係わる慶弔、災厄等に対し贈与する祝金・見舞金・弔慰金または供花等に関し必要な事項を規定する。

（対　象）

第２条　次の各号の一つに該当したときは、それぞれの祝金・見舞金・弔慰金又は供花等を贈与する。

　　　（１）結婚祝い

　　　（２）出産祝い

　　　（３）傷病見舞い

　　　（４）災害見舞い　　　自然災害により被害を被ったとき

　　　（５）弔慰

　　　２　全各号に定めるもの他、会長が特に必要と認めたとき。

（支給額）

第３条　前号に規定する慶弔見舞の支給額は、会長が定める。

（委　任）

第４条　この規程に定めるもののほか、慶弔に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附則

　　この規程は、平成１９年１月２７日から施行する。

旅　費　規　程
高知県武術太極拳連盟
第１条

　この規程は高知県武術太極拳連盟（以下　連盟という）の役員・理事・委員等が連盟の事業活動及び県内外の会議等に出席するための旅費について定める。
第２条

　１）連盟理事会への出席旅費については下表により支給する。

	加盟団体名
	金額（１名につき）

	四万十市太極拳協会
	￥5,000

	宿毛市太極拳クラブ
	￥5,000

	東部太極拳クラブ
	￥3,000

	須崎市太極拳協会
	￥2,000

	高知武術太極拳協会
	￥1,000


　２）日本武術太極拳連盟等　他団体が主催する会議等に出席する場合は

　　　a.主催団体より支給される場合、実費との差額を連盟が負担し支給する。

      b.a以外については連盟が実費を支給する。

第３条

　高知県以外で開催される行事等に出席する場合には　日当￥5,000を支給する。

第４条

　事業活動行事及び会議に出席する場合　必要と認められるときは宿泊費を支給する。

第５条

　講習会等の担当講師及び指導員に対する旅費については下記の通り定める。

　１）連盟以外の団体より招聘された場合は開催地までの往復旅費・宿泊滞在費その他必要と認められる経費について　その実費を支給する。
　２）連盟派遣の指導員が担当する場合について

　　a.公共交通機関使用：往復旅費実費を支給する。

　　b.自車便・その他の手段：自宅から開催地までの片道キロ数に￥１００を乗じた金額を支給する。

　　c.　a.b.いずれの場合も上限を￥5,000とする。

第６条

　旅費等の支給に関しては　理事長への申請をもって行う。

第７条

　本規程は理事会の議決により変更することができる。

付則

　平成１９年６月１６日の理事会にて審議し施行の規程を廃止し平成２２年４月１日より本規程を施行する。

謝礼金及び指導料規定
高知県武術太極拳連盟

第１条
　この規定は高知県武術太極拳連盟（以下　連盟という）の主催又は主管する事業及び他団体よりの派遣依頼に対する講師又は指導員への謝礼金・指導料について定める。

第２条

　担当講師を連盟以外の団体より招請した場合は下記の通りとする。

　　１）謝礼金は当該講師の所属する団体の規定により支払う。

第３条

　　１）連盟所属の指導員が担当する場合は下表に基づき支払う。

	日本連盟公認指導員資格
	謝礼金及び指導料

（１時間当たり）

	普及　指導員
	￥500

	Ｃ級　指導員
	￥1,000

	Ｂ級　指導員
	￥1,500

	Ａ級　指導員
	￥2,000

	主任　指導員
	￥3,500


　　２）開催地までの交通旅費については連盟旅費規程により支給するものとする。

第４条

謝礼金及び指導料等の支給に関しては　理事長への申請をもって行う。

第５条

　本規定は理事会の議決により変更することができる。
付則

　平成１６年４月１日より施行の規定を廃止し　平成２２年４月１日より本規定を施行する。
